
 
 
 
 
 

岡山市の財政状況 
 

〔第 22 版〕 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月 
 

岡山市財政局財務部財政課 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  岡山市の財政状況〔第 22 版〕は、原則として次の基準で表記しています。 

 

 １ 対象  地方財政状況調査（決算統計）による普通会計 

 

 ２ 年度  令和元年度までは、各年度の決算 

       令和２年度は、当初予算 

 

 ３ 財務書類4表の作成基準 

       平成28年度決算から統一的基準による地方公会計制度により作成 

       表記している財務書類４表の会計区分は一般会計等 

（令和元年度決算分は令和２年度末に公表予定で作成中）  

 

 ４ 上記以外の基準による場合は、個別に注釈しています。 
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岡 山 市 の財 政 状 況 〔第 22版 〕 

 

将来世代に負担を先送りすることなく、財政運営の健全性を確保した上で、   

市民福祉の向上とまちの発展を実現していきます 

 

 

１ 財政状況の現状  

（１）政令市移行後、歳入歳出決算の規模は年々増加傾向 ・ ・ ・ ・  ３ 

（２）市税収入は増加傾向にあるが、今後も留意が必要 ・ ・ ・ ・  ３ 

（３）税収等の状況により、実質的な交付税は増減 ・ ・ ・ ・  ４ 

（４）義務的経費の総額は年々増加傾向 ・ ・ ・ ・  ５ 

（５）市全体の市債残高は平成２２年度以降ほぼ横ばい ・ ・ ・ ・  ６ 

（６）老朽化した公共施設の改修・更新等に対応するため基金残高を確保 ・ ・ ・ ・  ８ 

  

２ 財政指標の動向  

（１）実質公債費比率は改善するも、経常収支比率がやや悪化 ・ ・ ・ ・  ９ 

（２）健全化判断比率及び資金不足比率の状況 ・ ・ ・ ・ １０ 

（３）他政令市と比較すると、経常収支比率は上位、実質公債費比率は中位 ・ ・ ・ ・ １１ 

  

３ 岡山市の財務書類  

（１）貸借対照表 ・ ・ ・ ・ １２ 

（２）行政コスト計算書  ・ ・ ・ ・ １４ 

（３）純資産変動計算書 ・ ・ ・ ・ １５ 

（４）資金収支計算書 ・ ・ ・ ・ １６ 

  

４ これまでの取組や今後の見通し  

（１）少子高齢化の進展と社会保障関係経費の増大 ・ ・ ・ ・ １７ 

（２）岡山市みちづくり計画の着実な推進  ・ ・ ・ ・ １８ 

（３）下水道処理人口普及率は少しずつ上昇、今後も効率的に普及 ・ ・ ・ ・ ２０ 

（４）行財政改革の推進 ・ ・ ・ ・ ２１ 

（５）公共施設等総合管理計画の着実な推進  ・ ・ ・ ・ ２２ 

  

５ 資料編  

（１）普通会計決算収支状況等の推移 ・ ・ ・ ・ ２４ 

（２）歳入歳出決算額の推移 ・ ・ ・ ・ ２５ 

（３）財務書類４表 ・ ・ ・ ・ ３２ 

 

(「岡山市の財政状況」は、平成11年度に初版を作成し、今回が第22版になります。) 
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将来世代に負担を先送りすることなく、財政運営の健全性を確保 

した上で、市民福祉の向上とまちの発展を実現していきます  

 

岡山市では、積極的に行財政改革を進めてきた結果、財政指標は総じて健全に推移してい

るところですが、今後も「岡山市第六次総合計画」に基づく各般の政策を推進し、基本目標であ

る「未来へ躍動する 桃太郎のまち岡山」の実現に向けて都市の持続的な発展を財政面で支え

ていく必要があります。 

 

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響を含め、今後の税収や地方交付税など一

般財源総額の大幅な増加が見込めない中で、少子高齢化の進展による社会保障関係経費の

増加、市有施設の耐震化及び老朽化施設の改修・更新、防災・減災対策などにも多額の経費

が必要となることが見込まれます。 

 

このような状況に対応するため、引き続き行財政改革を推進し、将来世代に負担を先送りす

ることがないよう、財源調整基金の残高を一定程度保ち、市債の残高や指標にも留意しつつ、

財政運営の健全性を確保した上で、市民福祉の向上とまちの発展を実現していきます。 

 

各種財政指標の状況 

  

※平成 29 年度は県費負担教職員制度の権限移譲に伴う給与費等の増があったため、各種指標に変動が生じています。 

 

経常収支比率・・・・・財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど弾力性が大きいことを示します。 

将来負担比率・・・・・収入に対する負債現在高の割合。比率が低いほど将来の負担が少ないことを示します。 

             「－」は、充当可能財源等（基金等）が、将来負担額（地方債現在高等）を上回ることを示します。 

実質公債費比率・・・収入に対する負債の返済割合。比率が低いほど財政を圧迫しないことを示します。 

基金残高比率・・・・・収入に対する貯金の割合。比率が高いほど予期せぬ歳入減や歳出増への対応が可能となります。 

実線・・・低いほど良い   破線・・・高いほど良い 



-3- 

2,936 2,828 2,875 2,779 2,886 2,789 
3,293 3,184 3,329 3,170 3,410 3,258 

2,000
2,200
2,400
2,600
2,800
3,000
3,200
3,400
3,600

歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出

H26 H27 H28 H29 H30 R1

億円 ■歳入決算総額 ■歳出決算総額

１ 財政状況の現状 

（１）政令市移行後、歳入歳出決算の規模は年々増加傾向 

   

 

 

 
 

 

 

 

 岡山市の財政規模は、少子高齢化の進展に伴う社会保障関係経費、子ども・子育て支

援新制度など福祉関係経費、市有施設の長寿命化などにより年々増加の傾向にあります。

（平成 26 年度は病院事業地方独立行政法人化による一時的な歳入歳出 114 億円を含みます。） 

平成 29 年度以降は、県費負担教職員制度の権限移譲により大きく増加しています。 

（２）市税収入は増加傾向にあるが、今後も留意が必要  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【市税収入は市収入の約４割】 

・市税収入は、市の収入全体の約４割を占める重要な財源です。平成 21 年度以降、リ

ーマンショックの影響等で低迷していましたが、平成 25 年度以降回復基調となり、平成

30 年度は、県費教職員制度の見直しに伴う税源移譲により大幅に増加しました。 

・令和2年度は、税制改正により法人市民税の一部が国税化され、税率が引き下げられ

たことなどによる減収が見込まれます。 

[令和元年度当初予算 1,309億円 → 令和２年度当初予算 1,305億円（△4億円）] 

【市税徴収率は 10 年連続して向上】  

・令和元年度は、現年度分の収納率向上に加え、滞納繰越分の滞納整理及び徴収努

力により、徴収率が上昇しました。 

[平成21年度 93.5％ → 令和元年度 97.7％（＋4.2ポイント）] 

【市税収入等の安定的な確保に向けて】 

・高齢化の進行に伴う社会保障費の増加や、生産年齢人口の減少による税収減等が懸

念される中、市民生活の向上と活力ある都市づくりを推進するために、確実な市税の徴

収はもとより、あらゆる収入の確保に努めます。 

H21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
R2

当初

市 税 1,086 1,088 1,092 1,081 1,100 1,129 1,127 1,145 1,154 1,276 1,318 1,305

その他 87 89 98 99 105 106 105 106 105 106 108 109

固定資産税・都市計画税 523 528 528 501 507 513 512 526 534 534 543 549

法人市民税 93 115 114 115 116 128 121 117 115 118 125 98

個人市民税 383 356 352 366 372 382 389 396 400 518 542 549

徴収率 93.5 93.8 94.0 94.1 94.5 95.1 95.5 96.1 96.7 97.4 97.7
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（３）税収等の状況により実質的な交付税は増減 

 

地方交付税は、国税の一部を地方公共団体に再配分することにより、地理的・社会的な

条件や税収が大きく異なる地方公共団体において、住民が一定水準の行政サービスを受け

ることができるよう、財源の調整と保障を行うものです。 

岡山市における臨時財政対策債を含めた実質的な交付税の推移は、次のとおりです。 
 

実質的な交付税の推移 

 

【岡山市の地方交付税総額の推移】 

・平成22年度は、厳しい経済情勢から地方税収が大きく落ち込むことが見込まれたことや

地方の自主財源の充実・強化施策により、前年度から107億円の大幅な増加。 

・平成23年度から平成28年度までは、景気の持ち直しによる税収の増加や、平成28年度

から始まった歳出効率化を推進する「トップランナー方式」導入により漸減しています。 

・平成29年度からは、県費負担教職員制度の権限移譲に伴う人件費の増加について、交

付税措置されたことから大きく増加しています。 

・平成30年度は、7月豪雨災害に伴う災害復旧関連経費について交付税措置されたこと

により増加しました。 

・令和元年度は、景気の改善による個人住民税の増加等により減少しましたが、今後も景

気の動向に伴う税収の増減や制度改正等により、交付税も増減する見込みであり、新型

コロナウイルス感染症の影響が適切に交付税措置されるか注視していきます。 

【臨時財政対策債の大幅な増加】 

   ・平成22年度の地方財政対策における「地方財源の確保」により臨時財政対策債は大幅

に増加し、以降も財政力の高い団体ほど交付税からの振替が多くなり、岡山市において

も令和元年度では実質的な交付税の3割以上を占めています。 

   ・臨時財政対策債は、全額を国が後年度に補てんすることとなっていますが、市債の借入

抑制や残高削減の取り組みの支障となっており、速やかな廃止を国に要望しています。 
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（４）義務的経費の総額は年々増加傾向 
 

 義務的経費とは、人件費、扶助費及び公債費のことです。 

 これらの経費は性質上、支出がほぼ義務付けられているため、歳出総額に占める義務的

経費の割合が高くなれば、政策的な経費に充てる財源に余裕がなくなり、地域の特性を活

かした市民サービスの提供にも影響を与えます。 

 人件費は平成29年度から県費負担教職員制度の権限移譲に伴い大きく増加し、扶助費

は少子高齢化の進展などにより増加しています。公債費も増加に転じたため、義務的経費

全体としては増加傾向にあります。 

 
 

【人件費は県費負担教職員制度の権限移譲により大幅増加後横ばい】 

 ・平成19年度から平成21年度までの職員採用凍結などによる人件費の抑制施策により、平

成28年度までは人件費総額は横ばいとなっていました。 

 ・平成29年度は、県費負担教職員制度の権限移譲により平成28年度と比べて約1.7倍と大

きく増加し、その後は横ばいとなっています。 

【扶助費は障害者支援や、子育て支援の拡充などにより増加】 

 ・平成21年度の政令指定都市移行や平成27年度の子ども・子育て支援新制度の施行など

により増加し、平成30年度は指定難病医療費の県からの権限移譲、令和元年度は幼児教

育・保育の無償化などにより、引き続き増加しています。 

【公債費は借入抑制により減少傾向にあったが、平成29年度以降増加】 

 ・過去の借金返済のための公債費は、平成18年度に395億円となって以降は借入の抑制や、

平成19年度からの６年間に認められた高金利公的資金の「補償金なし」繰上償還などによ

り、平成28年度までは減少傾向にありました。 

 ・平成29年度から増加に転じ、令和元年度は後年度における公債費負担の軽減を図るた

め、前年度の決算剰余金を活用して繰上償還を行ったことにより、公債費が増加しました。 
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（５）市全体の市債残高は平成22年度以降ほぼ横ばい 

 地方交付税から振替えられた臨時財政対策債の増加などの要因により、交付税全額算入

分の残高は増加していますが、普通会計通常分と企業会計分は、公共施設整備などの市債

発行を抑えることで減少しています。これにより、市全体の市債残高は、多少の増減はあるもの

の、ほぼ横ばいで推移しています。 

 

※通常分とは、元利償還金の全額が地方交付税に算入されるものを除いた実質的な借金のこと。 

区　　　　　分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

市債残高（億円） 5,665 5,585 5,537 5,545 5,661 5,659 5,630 5,660 5,700 5,640

　普通会計市債残高 2,792 2,776 2,760 2,825 3,013 3,074 3,121 3,207 3,290 3,280

　　（通常分） 1,981 1,874 1,758 1,702 1,775 1,741 1,696 1,604 1,570 1,493

　　（交付税全額算入分） 811 902 1,002 1,123 1,238 1,333 1,425 1,603 1,720 1,787

　企業会計市債残高（億円） 2,873 2,809 2,777 2,720 2,648 2,585 2,509 2,453 2,410 2,360

市民１人当たり市債残高
　　　　　　(通常分：千円)

283 267 251 242 252 246 240 227 222 211  
市債残高は、H21以降に発行した満期一括償還地方債の償還のために市債調整基金に積立てた額を除く。 

 

【市民１人当たり市債残高（通常分）は令和元年度末で211千円】 

・市債残高は、政令指定都市に移行した平成2１年度末の5,800億円程度と比べると、令和元

年度末では、150億円程度減少しています。 

・市債残高(通常分)を市民１人当たりにすると、令和元年度末で211千円となっています。 

※市民1人当たりの指標について、H23以前は住民基本台帳と外国人登録人口の合計で算出 

※H24以降は、改正住民基本台帳法施行のため住民基本台帳（外国人住民数を含む）で算出 
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【市債（通常分）の借入額は減少】 

 ・市債の借入額は平成８年度に425億円で、その後は300億円前後で推移していました。 

 ・平成18年度からは、通常分※の借入を150億円程度に、平成21年度からは、政令指定都市移

行による事業量増加を加味して200億円程度を目安に借入の抑制を図ってきました。 

 ・通常分は平成26年度にピークを迎えましたが、その後は、市有施設の耐震化や老朽化施設の

改修・更新に国の補正予算債を活用することなどにより、借入額を抑制しています。 

 ・今後も着実に元金を返済し、将来世代に負担を先送りしないよう図ります。 

 

（注）H21以降の返済額は、満期一括償還地方債の基金積立金を合わせた額 

 

【借入額＜返済額】 
・令和元年度      借入 328億円 ＜ 元金返済338億円 …残高 10億円減少 

うち通常分※       借入 122億円 ＜ 元金返済199億円 …残高 77億円減少 

 
※通常分とは、元利償還金の全額が地方交付税に算入されるものを除いた実質的な借金のこと。 

 
 

令和元年度に返済があった主な事業（令和元年度末時点） 

事 業 名 借入額      返済期間（元金） 

新市民病院整備事業（H26） 114 億円   H27～R26 

西部リサイクルプラザ整備事業（H25～H26） 19 億円   H29～R12 

小中学校耐震改修整備事業（H21～H29） 179 億円   H24～R24 

中区役所整備事業（H25～H30） 21 億円   H28～R29 

東山斎場再整備事業（H25～R1） 48 億円   H28～R32 

幼保一体化整備事業（H26～R1） 49 億円   H29～R32 
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（６）老朽化した公共施設の改修・更新等に対応するため基金残高を確保 

 
 市の貯金のうち財源を調整するための基金として財政調整基金、市債調整基金及び公

共施設等整備基金の３つの基金があります。 

 市の財政運営は、社会保障関係費の増、公共施設の老朽化対策、景気の変動や災害

への対応など、様々な観点から、これら財源調整を行う基金への積立てや取崩しを通じて

財源を調整しているため、基金残高の増減からも実質的な収支が読み取れます。 

 このため、財政の健全性を確保する上でも、基金残高を一定程度保ちながら財政運営

を行う必要があります。 

財源調整のための基金残高の推移 

    

【基金残高の推移】  

・平成23年度以降に残高が増加している主な要因は、新市民会館を始めとする老朽

化施設の改修等の財源として、公共施設等整備基金へ積立てを行ったことです。 

・平成29年度は、本庁舎整備の財源として、別途70億円の積立てを行いました。 

・平成30年度は、7月豪雨災害による公共施設等の災害復旧や被害者支援対策など

のため一部取崩しを行いましたが、年度中に再度積立てを行いました。 

・令和元年度は、災害対策や社会保障関係経費等への対応として取崩しを行った一

方で、公共施設の老朽化対策や再整備などに備えた積立てを行いました。 

・令和２年度当初予算では、公共施設の老朽化対策や社会保障関係経費の増加へ

の対応のため70億円の取崩しを行っています。 

 

【参考：基金取崩額の推移】                              （単位：億円） 

   基  金  名 Ｈ28決算 Ｈ29決算 Ｈ30決算 Ｒ1決算 Ｒ2当初 

財政調整基金 46 49 65 57 50 

公共施設等整備基金 10 10 17 14 20 

合    計 56 59 82 71 70 

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1
R 2

当初

財源調整のための基金 88 115 196 274 305 332 356 383 369 376 376 290

財政調整基金 69 95 146 187 183 190 204 201 197 201 194 146

市債調整基金 13 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 15

公共施設等整備基金 6 6 36 73 108 128 138 168 158 161 168 129

0

100

200

300

400
億円 公共施設等整備基金 市債調整基金 財政調整基金
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２ 財政指標の動向 

（１）実質公債費比率は改善するも、経常収支比率がやや悪化 

 

実質公債費比率は改善していますが、経常収支比率は平成22年度までの改善傾向から、

その後は緩やかな悪化傾向となっています。 

今後も、少子高齢化の進展などによる社会保障関係経費や市有施設の改修・更新などに

多額の経費を要する見込みであることから、財政指標の動向に留意する必要があります。 

 

 

 【経常収支比率はやや悪化】 

・経常収支比率は、人件費や公債費など経常的に支出される経費に充当した一般財源が、

市税などの経常的に収入される一般財源に占める割合を示します。 

・令和元年度の経常収支比率は、地方税や地方交付税などが増加している一方、子育て

支援や障害者支援などの経常経費が増加したことから、90.2％と前年度から0.4ポイント

上昇しました。 

・今後、少子高齢化の進展などによる社会保障関係経費や、市有施設の改修・更新な

どの事業量の増加に伴う公債費が増加していくと、経常収支比率が上昇する要因と

なります。 

 

【実質公債費比率は改善】 

・実質公債費比率は、公債費に公営企業に対する繰出金、一部事務組合等への負担金

及び債務負担行為などのうち公債費に準ずるものを加えた指標で、岡山市の標準的な

財政規模に対する実質的な債務の返済の割合を示します。 

・令和元年度は5.6％となり、前年度から0.7ポイント低下しました。この指標は、18％を超え

ると市債の借入れに国の許可が必要となります。 

・実質公債費比率についても、市有施設の改修・更新などの事業量が増加すると、それ

に伴い比率が上昇することから、今後も留意が必要です。 



　（２） 健全化判断比率及び資金不足比率の状況

健全化判断比率及び資金不足比率の推移

　平成19年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、各自治体が

財政の健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「公営企業の資金不足比率」）を公表

し、各指標が基準を超えた場合には、財政の早期健全化や再生並びに公営企業の経営の

健全化を図ることを目的としています。

　本市の令和元年度決算に基づく健全化判断比率等はすべて基準をクリアしています。
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※実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、いずれも該当しない（赤字・資金不足が生じていない）ため、

将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため、「－」表示としています。

【用語の説明】

一般会計等

経営健全化基準

早期健全化基準

財政再生基準

一般会計に用品調達費特別会計など7会計を加えたもので、普通会計の会計区分とは異な
る。

自治体の自主的な改善努力による財政健全化を図るため、①から④のうち、１つでも基準
以上となった場合、財政健全化計画を作成し議会の議決を経て、総務大臣に報告。

国の関与による確実な再生を図るため、①から③のうち、１つでも基準以上となった場
合、財政再生計画を作成し議会の議決を経て、総務大臣に協議。

公営企業の自主的な改善努力による経営健全化を図るため、公営企業会計ごとに算定した
資金不足比率が基準以上となった場合、経営健全化計画を作成し議会の議決を経て、総務
大臣に報告。

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

①実質赤字比率 - - - - - - - -

②連結実質赤字比率 - - - - - - - -

③実質公債費比率 13.5 12.4 11.0 9.5 8.1 7.0 6.3 5.6

④将来負担比率 64.0 54.0 43.4 27.7 13.5 18.3 9.3 -

⑤資金不足比率 - - - - - - - -

説　　　明
早期健全化

基準
財政再生

基準

①実質赤字比率
一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する
比率

11.25％ 20.0％

②連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準
財政規模に対する比率

16.25％ 30.0％

③実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

25.0％ 35.0％

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模
に対する比率

400.0％

公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率
（経営健全化基準）

20.0％

指　　　標

健
全
化
判
断
比
率

⑤資金不足比率
（公営企業ごと）
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　（３）他政令市と比較すると、経常収支比率は上位、実質公債費比率は中位

都市名 百万円 都市名 指数 都市名 比率（％） 都市名 比率（％） 都市名 比率（％） 都市名 百万円

1 横浜市 940,364 川崎市 1.01 浜松市 89.8 札幌市 2.2 浜松市 - 大阪市 160,431 18.8 1

2 大阪市 851,858 名古屋市 0.99 岡山市 89.8 相模原市 2.7 岡山市 9.3 福岡市 37,196 8.9 2

3 名古屋市 644,499 さいたま市 0.98 熊本市 90.0 大阪市 4.2 堺市 20.3 神戸市 35,958 8.2 3

4 札幌市 513,570 横浜市 0.97 福岡市 91.9 さいたま市 5.1 さいたま市 21.2 仙台市 32,068 11.6 4

5 神戸市 438,756 千葉市 0.94 静岡市 92.6 堺市 5.3 相模原市 33.3 さいたま市 27,720 9.3 5

6 福岡市 419,058 相模原市 0.93 新潟市 93.6 神戸市 5.7 大阪市 46.4 名古屋市 25,044 3.9 6

7 京都市 401,859 大阪市 0.91 札幌市 95.6 岡山市 6.3 静岡市 48.8 横浜市 21,690 2.3 7

8 川崎市 368,483 静岡市 0.90 大阪市 96.9 浜松市 6.5 札幌市 57.3 岡山市 21,462 11.0 8

9 広島市 327,147 仙台市 0.90 仙台市 97.4 静岡市 6.7 神戸市 71.0 札幌市 21,345 4.2 9

10 さいたま市 299,298 浜松市 0.89 横浜市 97.7 仙台市 7.2 仙台市 85.5 北九州市 21,024 7.5 10

11 北九州市 279,699 福岡市 0.88 京都市 97.7 川崎市 7.3 熊本市 116.6 浜松市 16,256 7.6 11

12 仙台市 276,713 堺市 0.83 名古屋市 98.0 熊本市 7.7 名古屋市 118.2 静岡市 11,234 6.0 12

13 千葉市 247,989 広島市 0.83 相模原市 98.1 名古屋市 9.4 川崎市 120.4 熊本市 10,167 5.3 13

14 新潟市 230,122 京都市 0.80 広島市 98.1 新潟市 10.6 福岡市 123.2 相模原市 7,676 4.5 14

15 堺市 219,566 神戸市 0.80 千葉市 98.6 福岡市 11.0 新潟市 138.0 千葉市 7,621 3.1 15

16 浜松市 212,828 岡山市 0.80 さいたま市 98.7 横浜市 11.2 横浜市 138.5 川崎市 6,961 1.9 16

17 岡山市 195,313 新潟市 0.73 神戸市 99.1 北九州市 11.2 千葉市 145.5 堺市 5,677 2.6 17

18 熊本市 191,297 北九州市 0.72 堺市 99.5 京都市 11.4 北九州市 171.7 京都市 3,795 0.9 18

19 静岡市 188,209 札幌市 0.71 川崎市 99.8 広島市 13.1 広島市 190.4 広島市 3,451 1.1 19

20 相模原市 170,359 熊本市 0.71 北九州市 99.8 千葉市 13.8 京都市 191.2 新潟市 2,039 0.9 20

単純平均 370,849 単純平均 0.862 単純平均 96.1 単純平均 7.9 単純平均 97.2 単純平均 23,941 6.0

(注）財政調整のための基金は、財政調整基金と減債基金の合計（満期一括償還地方債分を除く）

※同値の場合は、北に位置する市を上位に表示

※浜松市の将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため「-」と表示

経常収支
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

標準財政
規模との
比率（％）

　令和元年度の財政指標は確定していないため、平成30年度の財政指標を他政令指定都市
（19市）と比べてみると、経常収支比率は前年度と同じ首位、健全化判断比率である実質公債
費比率は7位（前年度8位）、将来負担比率は2位（前年度3位）という状況になっています。

　財源調整のための
基金残高（H30末）順

位
順
位

標準財政規模
財政力指数
（３年平均）
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３ 岡 山 市 の財 務 書 類  

岡 山 市 では、各 年 度 の決 算 において、企 業 会 計 の手 法 を活 用 した発 生 主 義 会

計 に基 づく財 務 書 類 等 を作 成 しています。これまでは地 方 財 政 状 況 調 査 を基 にし

た「総 務 省 方 式 改 訂 モデル」により財 務 書 類 等 を作 成 してきましたが、国 において、

発 生 主 義 ・複 式 簿 記 の導 入 、固 定 資 産 台 帳 の整 備 を前 提 とした「統 一 的 な基 準 」

による地 方 公 会 計 の整 備 の方 針 が示 されたことから、岡 山 市 では平 成 28 年 度 決

算 か ら 統 一 的 な基 準 によ る財 務 書 類 等 を 作 成 しています 。 

 

（１）貸 借 対 照 表  
 

①貸 借 対 照 表  

貸 借 対 照 表 は、会 計 年 度 末 時 点 における資 産 ・負 債 ・純 資 産 といったストッ

ク項 目 の残 高 を対 比 させて表 示 したものです。 

 

岡 山 市 の貸 借 対 照 表 （平 成 31年 3月 31日 現 在）  

 

（単位：億円）

科目名 平成29年度 平成30年度 増減額

【資産の部】

　固定資産 7,905 7,903 △ 2

　　　有形固定資産 7,106 7,118 12

　　　　　事業用資産 3,625 3,635 10

　　　　　インフラ資産 3,375 3,395 20

　　　　　物品 106 88 △ 18

　　　無形固定資産 19 14 △ 5

　　　投資その他の資産 780 771 △ 9

 　流動資産 524 623 99

　　　現金預金 134 188 54

　　　財政調整基金 197 201 4

　　　その他 193 234 41

資産合計 8,429 8,526 97

【負債の部】

　固定負債 3,780 3,821 41

　　　地方債 3,128 3,218 90

　　　退職手当引当金 623 584 △ 39

　　　その他 29 19 △ 10

　流動負債 448 380 △ 68

　　　１年内償還予定地方債 265 295 30

　　　賞与等引当金 45 60 15

　　　その他 138 25 △ 113

負債合計 4,228 4,201 △ 27

純資産合計 4,201 4,325 124

負債及び純資産合計 8,429 8,526 97
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②政 令 指 定都 市の状 況  
 

平 成 30年 度 末 で住 民 １人 当 たりの資 産 、負 債 等 について、他 の政 令 指 定 都 市 と

比 べてみました。（※各 市 の公 表 資 料 及 び住 民 基 本 台 帳 人 口 により算 出 ） 
 

【岡山市の住 民１人 当たりの負債 、純 資 産、資 産】 

・ 資 産 120万 円 、負 債 59万 円 、純 資 産 61万 円 。 

・ 負 債 の額 は、政 令 指 定 都 市 の平 均 83万 円 を下 回 っています。 

・ 資 産 に占 める負 債 の割 合 は、政 令 指 定 都 市 の平 均 49.3％を上 回 っています。 

 

 

都 市 名 （ 人 ） 都 市 名
金　　額
（万　円）

都 市 名
金　　額
（万　円）

都 市 名
金　　額
（万　円）

都 市 名 （ ％ ）

1 横 浜 市 3,749,085 大 阪 市 557 浜 松 市 44 大 阪 市 466 大 阪 市 16.4 1

2 大 阪 市 2,716,400 北 九 州 市 275 さいたま市 45 相 模 原 市 203 相 模 原 市 18.4 2

3 名 古 屋 市 2,317,646 堺 市 261 相 模 原 市 46 堺 市 179 浜 松 市 25.1 3

4 札 幌 市 1,953,883 静 岡 市 253 岡 山 市 59 静 岡 市 175 静 岡 市 30.9 4

5 神 戸 市 1,532,857 神 戸 市 253 札 幌 市 73 横 浜 市 172 横 浜 市 31.0 5

6 川 崎 市 1,522,241 京 都 市 252 熊 本 市 74 神 戸 市 160 堺 市 31.5 6

7 福 岡 市 1,504,577 相 模 原 市 249 横 浜 市 77 千 葉 市 153 さいたま市 34.5 7

8 京 都 市 1,409,061 横 浜 市 249 川 崎 市 78 北 九 州 市 145 川 崎 市 36.5 8

9 さいたま市 1,306,079 千 葉 市 246 静 岡 市 78 川 崎 市 136 神 戸 市 36.7 9

10 広 島 市 1,194,524 川 崎 市 214 名 古 屋 市 81 京 都 市 134 千 葉 市 37.7 10

11 仙 台 市 1,058,689 福 岡 市 210 堺 市 82 浜 松 市 132 京 都 市 46.9 11

12 千 葉 市 978,158 浜 松 市 176 大 阪 市 91 福 岡 市 105 北 九 州 市 47.4 12

13 北 九 州 市 950,182 新 潟 市 161 新 潟 市 92 さい たま市 85 岡 山 市 49.3 13

14 堺 市 821,801 名 古 屋 市 160 千 葉 市 93 名 古 屋 市 79 福 岡 市 49.9 14

15 浜 松 市 802,728 広 島 市 157 神 戸 市 93 新 潟 市 69 名 古 屋 市 50.5 15

16 新 潟 市 789,897 仙 台 市 150 仙 台 市 94 札 幌 市 66 札 幌 市 52.5 16

17 熊 本 市 731,044 札 幌 市 139 広 島 市 104 岡 山 市 61 新 潟 市 57.0 17

18 相 模 原 市 721,910 さいたま市 130 福 岡 市 105 仙 台 市 56 仙 台 市 62.6 18

19 岡 山 市 707,355 岡 山 市 120 京 都 市 118 広 島 市 53 広 島 市 66.1 19

20 静 岡 市 699,946 熊 本 市 107 北 九 州 市 130 熊 本 市 33 熊 本 市 69.0 20

単純平均 1,373,403 単純平均 216 単純平均 83 単純平均 133 単純平均 42.5

※1 平成30年度末時点の値。
※2 同値の場合は、北に位置する市を上位に表記。

順
　
位

人口（住基）
Ｈ31.3.31

住 民 一 人 当 り の 額
順
　
位

資　　産 負　　債 純資産
資産に対する
負債の割合
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（２）行 政 コスト計 算 書  
 

①行 政 コスト計 算 書  

 行 政 コスト計 算 書 は、一 会 計 期 間 において、資 産 形 成 に結 びつかない経 常 的

な行 政 活 動 に係 る費 用 と、その行 政 活 動 と直 接 の対 価 性 のある使 用 料 ・手 数

料 などの収 益 を対 比 させたものです。 
 

岡 山 市 の行 政 コスト計 算 書  

 
 

②政 令 指 定 都 市 の状 況  

   平 成 30年 度 末 で住 民 1人 当 たりの行 政 コストについて、他 の政 令 指 定 都 市 と

比 べてみました。（※各 市 の公 表 資 料 及 び住 民 基 本 台 帳 人 口 により算 出 ）  
 

  【住 民 １人 当 たりの行 政 コストは政 令 指 定 都 市 の中 では？】  

   岡 山 市 の行 政 コストは392千 円 で平 均 の410千 円 よりも低 くなっています。 

  
※各 市 の公 表 資 料 （ ホームページ・ 広 報 誌 等 ） 及 び住 民 基 本 台 帳 人 口 により算 出  
※人 にかかるコス ト／人 件 費 等 、物 にかかるコス ト／物 件 費 （ 委 託 料 等 ）・ 維 持 補 修 費 等 、移 転 支 出 的 なコ

スト／扶 助 費 ・ 補 助 金 ・ 繰 出 金 等 、その他 のコスト／公 債 費 （ 利 子 ）・ 不 納 欠 損 額 等  

（単位：億円）

科目名

　経常費用

　　　業務費用

　　　　　人件費

　　　　　物件費等

　　　　　その他の業務費用

　　　移転費用

　経常収益

　　　使用料及び手数料

　　　その他

純経常行政コスト

　臨時損失

　臨時利益

純行政コスト 2,866

9

2,611

264

109

69

40

△ 343

△ 10

51

7

0

7

増減

56

5

2,523

739

46

1,196

116

69

49

△ 241

151

782

平成30年度

2,776

1,580

795 13

2

47

2,660

23

160

平成29年度

1,145

56

737

2,720

1,575



-15- 

（３）純 資 産 変 動 計 算 書  
 

 純 資 産 変 動 計 算 書 は、貸 借 対 照 表 の項 目 のうち「純 資 産 」が１年 間 でどのように

増 減 したかを示 した財 務 書 類 です。純 資 産 を構 成 する一 般 財 源 等 に加 え、国 県 補

助 金 等 についても要 因 別 にどのように増 減 したかを表 しています。 

 

岡山市の純資産 変動計算書  
自  平 成 30年 4月  1日 

至  平 成 31年 3月 31日 

 

 

 岡 山 市 の平 成 30年 度 末 の純 資 産 残 高 は、前 年 度 と比 べて124億 円 増加 し、4,325

億 円 となっています。  
 純 行 政 コストの 2,523 億 円に対 して、地 方 税 や地 方 交 付 税 などの経 常 的 な一 般 財

源 が 1,894 億円 、経 常 的 なコストに対 する国 県 補 助 金が 750 億 円 となっていて、当

年 度 は使 用 料 などの受 益 者 負 担 以 外 の経 常 的 な財 源 で行 政 サービスの提 供 がで

きています。 

（単位：億円）

科目名 合計
固定資産等

形成分
余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 4,201 8,284 △ 4,083

  純行政コスト（△） △ 2,523 △ 2,523

  財源 2,644 2,644

    税収等 1,894 1,894

    国県等補助金 750 750

  本年度差額 121 121

  固定資産等の変動 39 △ 39

    有形固定資産等の増加 245 △ 245

    有形固定資産等の減少 △ 242 242

    貸付金・基金等の増加 194 △ 194

    貸付金・基金等の減少 △ 158 158

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 5 5

  その他 △ 2 △ 2

  本年度純資産変動額 124 42 82

本年度末純資産残高 4,325 8,326 △ 4,001
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（４）資 金 収 支 計 算 書  
 

 資 金 収 支 計 算 書 は、一 会 計 期 間 における行 政 活 動 に伴 う現 金 等 の資 金 の

流 れを「業 務 活 動 収 支 」、「投 資 活 動 収 支 」、「財 務 活 動 収 支 」の三 つの活 動 に

分 けて表 示 した財 務 書 類 です。現 金 等 の収 支 の流 れを表 したものであることから

“キャッシュ・フロー計 算 書 ”とも呼 ばれます。 

 

 

 業務活動収支は124億円、投資活動収支は△187億円、財務活動収支は

114億円となっています。これらをあわせた平成30年度の資金収支は、

51億円のプラスとなり、平成30年度末の資金の残高は188億円となりま

した。  

人 件 費 、 物 件 費 、 扶 助 費 な ど の 「 経

常 的 支 出 」 と 、 そ れ を 賄 う 市 税 、 地

方 交 付 税 などの「 経 常 的 収 入 」  

公 共 施 設 等 の整 備 や基 金 の積 立 な

ど 投 資 的 支 出 と 、 補 助 金 や 基 金 の

取 崩 などの収 入  

地 方 債 な ど の 償 還 （ 支 出 ） 、 地 方 債

などの発 行 （ 収 入 ）  
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４ これまでの取組や今後の見通し 

（１）少子高齢化の進展と社会保障関係経費の増大 

 

社会保障関係経費は、少子高齢化の進展などにより、令和元年度までの 10 年間で 1.6 倍

に増加し、一般財源は、159 億円の増加となっています。 

 （社会保障一般財源の伸び率 46.5％、同時期の市税収入の伸び率 21.4％） 

また、今後の岡山市の将来推計人口によると、令和 2 年度をピークに減少が見込まれる一

方、平成 26 年度以降、生産年齢人口は減少し、高齢者人口は増加する傾向となります。 

 

【社会保障関係経費及び岡山市の人口の推移】 

 
 

【今後の対応について】 

少子高齢化による社会保障関係給付の増加、地域経済を支える生産年齢人口の減少は、本

市の財政運営にとって大きな懸念材料であり、将来にわたって、安定した社会保障施策を実施し

ていくためにも、健全な財政運営が求められるところです。  

　(単位：億円)

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ H３０ R1 R1-H21 伸び率（%）

507 626 661 668 680 715 728 763 792 797 830 323 63.7%

一般財源 200 223 227 233 239 245 245 247 267 280 293 93 46.5%

168 191 203 204 222 214 247 248 235 237 252 84 50.0%

一般財源 142 164 176 177 194 182 207 207 194 196 208 66 46.5%

675 817 864 872 902 929 975 1011 1,027 1,034 1,082 407 60.3%

一般財源 342 387 403 410 433 427 452 454 461 476 501 159 46.5%

　(単位：千人) Ｒ２ Ｒ７

101 101 101 101 100 99 99 99 98 95 94 91 86

442 441 440 438 441 436 435 432 431 428 428 437 434

145 148 150 155 162 169 172 177 180 184 185 190 195

688 690 691 694 703 704 706 708 709 707 708 718 715

年　　　少 14.7% 14.6% 14.6% 14.6% 14.2% 14.1% 14.0% 14.0% 13.8% 13.4% 13.3% 12.7% 12.0%

生産年齢 64.2% 63.9% 63.7% 63.1% 62.7% 61.9% 61.6% 61.0% 60.8% 60.5% 60.5% 60.9% 60.7%

高　齢　者 21.1% 21.4% 21.7% 22.3% 23.0% 24.0% 24.4% 25.0% 25.4% 26.0% 26.1% 26.5% 27.3%
※扶助費 　生活保護、児童手当、障害者関係経費、保育所関係経費など

※繰出金 　保険医療特別会計への繰出金（介護保険、後期高齢者医療、国民健康保険）

※令和元年度までの人口は住民基本台帳人口。推計人口は国勢調査をベースにした岡山市独自推計。

推計人口   

年少人口

生産年齢人口

高齢者人口

総　 人 　口

構
成
比

区　　　分

扶　　助　　費

繰　　出　　金

合　　　　　計
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（２）岡山市みちづくり計画の着実な推進 

 

令和元年度に、今後１０年間のみちづくりの基本方針・目標・整備計画などを定めた新たな

「岡山市みちづくり計画」を策定しました。「あらゆる人が安心して、心地よく行き来できるみちを

つくる」を基本理念とし、質の高い道路ネットワークを構築します。 

 

① 前計画（H21～H30）での取組 

放射状道路と三環状道路を軸とした幹線道

路網の整備など、広域交流の強化や道路交通

の円滑化、安全性の向上等に資する道路整備

を進めてきました。 

しかし、計画通りの財源確保ができなかった

ことや、用地買収、関係者協議に時間を要して

事業が長期化し、成果目標１１項目のうち７項

目が達成できませんでした。 

また、まちづくりの骨格となる都市計画道路

の整備率は約６９％と、政令指定都市の中では

２０市中１５位と依然低くなっています。 

 
 
 

② 新たな「みちづくり計画」の取組 

「人とモノの移動を支える道路網の構築」、「魅力あふれるまちづくりを担う道路空間の形成」、

「災害に備えた防災機能の強化」、「持続可能で効率的な道路マネジメントの推進」を４つの目

標に定め、重点的に施策を展開します。 

 

【人とモノの移動を支える道路網の構築】 

「コンパクトでネットワーク化さ

れた都市構造」の実現に向け、

過度の自動車依存から脱却する

ため、公共交通との連携強化な

どを進めつつも、深刻化する慢

性的な渋滞に対応するため、放

射状道路等の整備による広域ネ

ットワークの強化や、環状道路の

整備による都心部への自動車の

流入抑制など、利便性が高く、

人と環境にやさしい道路ネットワ

ークの構築を進めます。 

 

 

三環状線整備状況 

前計画の主な成果 
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【魅力あふれるまちづくりを担う道路空間の形成】 

道路の基本機能である「移動機能」に加え、安全・安心な歩行空間や自転車利用環境の整

備など、人、自転車、自動車などの多様な利用者が共存できる「空間機能」を高めた道路整備

を進めます。特に、都心部においては、道路空間の多目的利用を推進し、「沿道と一体となっ

た車中心から人優先の歩いて楽しい道路空間」を創出します。 

 
【災害に備えた防災機能の強化】 

近年、頻発化、激甚化する災害や、今後発生が懸念さ

れる南海トラフ地震などに対し、道路の防災機能は重要度

を増しています。 

そのため、橋梁の耐震化や道路の無電柱化など「防災

機能」を強化し、避難行動や救助活動、支援物資輸送の

経路を確保するなど、命を守る安全・安心な道路ネットワー

クの構築を目指します。 

 
 

【持続可能で効率的な道路マネジメントの推進】 

高度成長期以降に整備した道路施設が今後、順次老

朽化し維持補修に関する費用が年々増加する中、持続

可能で効率的な道路マネジメントを進めるため、計画的な

維持管理やライフサイクルコストの最小化を図る予防保全

型の対策を積極的に導入します。 

また、既存の道路区域を有効活用し少ないコストで道

路機能を改善する取組みを進めるとともに、社会情勢の

変化や市民ニーズを的確に反映し、地域にとって真に必

要な道路整備を進めます。 

 
 
 

③ 財政負担の平準化 

放射・環状道路の整備や路面電車の岡山駅前広場乗入れなどの重要施策に加え、今後増

加が見込まれる道路施設の老朽化対策など、多くの事業費を要することが懸念されます。 

限られた財源で道路機能を維持・向上させるため、有利な財源を利用するとともに、事業費

の平準化を図り、これまで以上に選択と集中による効果的・効率的な道路整備を推進します。 

 

88

(18.5%)

165

(34.7%)

219

(46.1%)

279

(58.7%)

329

(69.3%)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

R1

(現在)

R6

(5年後)

R11

(10年後)

R16

(15年後)

R21

(20年後)

（橋）

建設後 50 年を経過する市管理橋梁数 

（橋長 15m 以上）の推移(H31.4.1 現在) 

電柱倒壊による道路閉塞（出典：国土交通省 HP） 
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（３）下水道処理人口普及率は少しずつ上昇、今後も効率的に普及 

 

下水道事業の建設改良費、公債費、一般会計繰出金及び下水道処理人口普及率の

推移と今後の見通しは次のようになっています。 

 

（注）公債費は、満期一括償還地方債の元金償還に係る積立額を加算し、借換債起債額を減算している。 

 

【下水道処理人口普及率は全国平均に及ばず】 

下水道処理人口普及率は、平成28年度の66.1％から年々伸びており、令和元年度

末には67.6％となっていますが、全国平均（平成30年度末現在79.3％）を下回っていま

す。これは、整備対象地域が地理的に分散していることにより、幹線整備に時間を要す

るためです。 

今後も人口集中地区に重点を置き汚水処理施設整備を進めていくほか、浸水対策

や耐震・老朽化対策も実施していく必要があるため、投資額は高水準で推移していく見

込みで、重点アクションプラン策定による国庫補助制度の優遇措置も活用しつつ、より

一層のコスト縮減に取り組みながら、基盤整備を進めます。 

 

【公債費は200億円規模】 

企業債の返済である公債費は、償還利子も含め、当面200億円前後で推移する見込

みとなっています。企業債は30年（平成27年度同意債からは40年）程度の償還期間で

借入れていますが、施設の耐用年数は50年あり、その差を調整するため「資本費平準

化債」を発行し、下水道事業に係る世代間の負担を平準化しています。 

 

【一般会計からの繰出金は100億円規模で推移】 

一般会計からの繰出金は令和元年度では90億円となっています。令和2年度には有

利な公害防止対策事業に係る交付税措置の見直しが検討されるなど、一般会計からの

繰出金に係る財政措置が厳しくなる恐れがあります。このほか、社会環境の変化等によ

っては経営見通しに修正が生じるため、今後も一層の経営改善努力を行いつつ、汚水

処理の公費負担のあり方や使用料体系の見直しについて検討する必要もあります。 
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（４）行財政改革の推進 

 

健全で持続可能な財政運営を継続し、市民福祉の向上と活力ある都市づくりを進める

ため、平成２９年３月に岡山市行財政改革推進プランを策定し、不断の行財政改革に取

り組んでいます。 

 

【現在の取組】 

岡山市行財政改革推進プランに基づき、事務執行の最適化と市民サービスの向上

を図っていくため、既存事業の見直しや、事務の効率化などを検討する「事務事業チェ

ック」を実施しています。 

 

事務事業チェック実施結果  令和元年度効果額： 約１５億８千万円 

主な取組（令和元年度） 
 

・歳入の確保（ネーミングライツ導入等） 

・歳出の見直し（電気購入に係る入札実施等） 

・最適な資産管理（未利用地の売却） 

・ＩＣＴを活用した業務効率化 

・民間委託の導入   等 

 

【効率的・効果的な行政運営による市民サービスの向上】 

より良い市民サービスの提供のために、民間委託や民間活力の活用、ＩＣＴ手法等を

活用した業務の効率化などの取組を進めていきます。 

 

主な取組（令和２年度 実施予定事業） 
 

・業務の自動化（ＲＰＡ）を視野に入れた市民サービス窓口業務の見直し 

・道路照明灯のＬＥＤ化に併せた民間事業者を活用した維持管理 

・官学連携によるSociety 5.0実現に向けた研究会やシンポジウムの開催 

・民間企業等で働く高い専門性を持った人材の活用 

・市の収納金におけるキャッシュレス化の推進   等 

 

【今後の対応】 

先進技術の活用等による抜本的な業務改革に取り組み、行政サービスの生産性や

利便性を向上させるとともに、都市の持続的発展を支えるため、新たな取組も含めた行

財政運営の方針を総合計画の一角として位置づけ、後期中期計画の策定にあたって

具現化し、行財政改革の一層の推進を図ります。 
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（５）公共施設等総合管理計画の着実な推進 

【公共施設等の現状】 

・令和元年度末時点での公共施設等のハコモノ（公園や駐車場等のインフラ施設や水道、下

水道、市場の公営企業会計を除く）の総延床面積は、約1,968千㎡となっています。 
 

【ハコモノの建築年別整備状況】 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市有施設は、昭和55年前後と平成13年頃に集中して整備しています。 

・施設面積の約４割が旧耐震基準で建築されており、学校の耐震化は完了したものの、今後近

い将来、大規模改修及び更新等の時期が集中することが見込まれます。 

 

【他都市のハコモノの保有状況】 

   岡山市の市民一人当たりのハコモノの延床面積は2.91㎡で、政令指定都市20市中、小さ

いほうから7番目です。 

   この数値は政令指定都市の平均値3.33㎡を下回っており、様々な施設の延床面積を合計

した面積で比較したとき、岡山市のハコモノは他都市の平均より少ないことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※公園、駐車場等のインフラ施設や公営企業の施設を除く） 

※建築年不明の建物を除く 

以前 

平成 29 年度公共施設等状況調査結果及 平成 30 年 1 ⽉ 1 ⽇現在 住⺠基本台帳⼈⼝ 基 算定 
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【公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進】 

超高齢化社会の到来に伴い今後の税収の大幅な減少も想定される中、利用需要が低下し

た施設をそのまま保持し運営を続ければ、過重な財政負担となります。また、ユニバーサルデ

ザイン化や防災等社会的要請への対応、施設需要の変化を見据えた公共施設等の機能と

配置の最適化が必要です。今後、個別施設計画策定の進捗に合わせ、平成29年３月に策定

した「岡山市公共施設等総合管理計画」を改訂し、より実効性の高い公共施設等マネジメント

を推進します。 

 

【施設更新時の検討３原則】 

施設更新時においては、下記の①から③までの３つの検討を必ず行うこととします。 

① 複合化 

    財政負担の低減だけでなく多機能化による市民サービスの向上の観点からも、民間も

含め施設の複合化・多機能化の検討を行います。 

② 総量の適正化 

    施設全体の延床面積を今後１０年間で２％から４％削減し、適正な保有量とします。 

このため、既存施設の建替等更新時には、既存施設の総延床面積の２％から４％程 

度を削減する検討を行います。また、連携中枢都市圏形成に係る連携協約に基づく施

設の相互利用の検討を行います。 

③ 民間活力の導入 

    民間の資金、ノウハウ、施設等が活用できないか、民間と連携した施設整備、施設の管

理運営等が可能か、賃貸借、ＰＦＩ、指定管理者制度等ができないか等、民間活力の導

入の検討を行います。 

   

【固定資産台帳の整備】 

１２ページに掲載している貸借対照表の補助簿として、統一的な財務書類等の作成基準に

基づく固定資産台帳を整備し、岡山市の HP で公表しています。 

固定資産の経年劣化や保有状況について、類似団体との比較等により、岡山市における

資産形成の特徴を把握し、公共施設等マネジメントに役立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別施設計画の策定状況】 

   岡山市公共施設等総合管理計画の実行計画として、予防保全を基本とする個別施設の

類型ごとの修繕計画及び長期保全計画を各施設所管部署で策定することとしています。長

期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担の軽

減・平準化につなげます。 

岡山市では、現在のところ122計画を策定予定であり（令和2年5月現在）、令和2年度中の

策定に向けて取り組んでいるところです。 

 

区  分 主な項目 内  容 
有形固定資産 土地・建物 

工作物 
物品 

市 ⾏政 ⽤ 供    所有  ⾏政財産    以外 普通財産  分類 
道路舗装 橋梁 標識、公園、河川・⽔路等 
取得価格（または再調達原価）が 100 万円以上のもの 

無形固定資産 無形固定資産 ソフトウェアなど 
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（３）財務書類４表

（単位：百万円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 790,240   固定負債 382,123

    有形固定資産 711,819     地方債 321,819

      事業用資産 363,515     長期未払金 -
        土地 200,830     退職手当引当金 58,417
        立木竹 452     損失補償等引当金 26
        建物 392,588     その他 1,860
        建物減価償却累計額 △ 236,178   流動負債 37,954
        工作物 3,636     １年内償還予定地方債 29,488
        工作物減価償却累計額 △ 1,787     未払金 -
        船舶 -     未払費用 -
        船舶減価償却累計額 -     前受金 -
        浮標等 -     前受収益 -
        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 5,938
        航空機 1,036     預り金 2,235
        航空機減価償却累計額 △ 829     その他 292
        その他 2,978 負債合計 420,077
        その他減価償却累計額 △ 2,978 【純資産の部】

        建設仮勘定 3,768   固定資産等形成分 832,643

      インフラ資産 339,479   余剰分（不足分） △ 400,166
        土地 95,491
        建物 6,526
        建物減価償却累計額 △ 3,621
        工作物 614,179
        工作物減価償却累計額 △ 398,467
        その他 -
        その他減価償却累計額 -
        建設仮勘定 25,371

      物品 51,074

      物品減価償却累計額 △ 42,248

    無形固定資産 1,358

      ソフトウェア 1,304

      その他 54

    投資その他の資産 77,063

      投資及び出資金 18,570
        有価証券 329
        出資金 18,241
        その他 -

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 5,718

      長期貸付金 18,329

      基金 34,855
        減債基金 -
        その他 34,855

      その他 -

      徴収不能引当金 △ 409

  流動資産 62,314

    現金預金 18,845

    未収金 1,124

    短期貸付金 2,298

    基金 40,104
      財政調整基金 20,050
      減債基金 20,054

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 △ 58 純資産合計 432,477

資産合計 852,554 負債及び純資産合計 852,554

※表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。

貸借対照表（一般会計等）
（平成31年3月31日現在）
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（単位：百万円）

※表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。
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    その他 15,911

純行政コスト 252,292

    その他 236

  臨時利益 15,999

    資産売却益 88

    資産除売却損 1,546

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

純経常行政コスト 266,033

  臨時損失 2,258

    災害復旧事業費 476

  経常収益 11,540

    使用料及び手数料 6,867

    その他 4,673

      社会保障給付 65,688

      他会計への繰出金 19,382

      その他 69

        その他 1,608

    移転費用 119,643

      補助金等 34,503

      その他の業務費用 4,590

        支払利息 2,774

        徴収不能引当金繰入額 207

        維持補修費 6,603

        減価償却費 21,304

        その他 -

        その他 3,730

      物件費等 73,861

        物件費 45,954

        職員給与費 69,811

        賞与等引当金繰入額 5,938

        退職手当引当金繰入額 -

  経常費用 277,573

    業務費用 157,930

      人件費 79,479

行政コスト計算書（一般会計等）
自　平成30年4月1日
至　平成31年3月31日

科目名 金額



（単位：百万円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 420,120 828,469 △ 408,349

  純行政コスト（△） △ 252,292 △ 252,292

  財源 264,385 264,385

    税収等 189,391 189,391

    国県等補助金 74,994 74,994

  本年度差額 12,093 12,093

  固定資産等の変動（内部変動） 3,910 △ 3,910

    有形固定資産等の増加 24,476 △ 24,476

    有形固定資産等の減少 △ 24,245 24,245

    貸付金・基金等の増加 19,437 △ 19,437

    貸付金・基金等の減少 △ 15,757 15,757

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 441 441

  その他 △ 177 △ 177 -

  本年度純資産変動額 12,357 4,174 8,183

本年度末純資産残高 432,477 832,643 △ 400,166

※表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。

純資産変動計算書（一般会計等）
自　平成30年4月1日
至　平成31年3月31日
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（単位：百万円）

※表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。
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前年度末歳計外現金残高 1,831

本年度歳計外現金増減額 404

本年度末歳計外現金残高 2,235

本年度末現金預金残高 18,845

    その他の収入 -

財務活動収支 11,350

本年度資金収支額 5,063

前年度末資金残高 11,547

本年度末資金残高 16,610

  財務活動支出 27,143
    地方債償還支出 26,474
    その他の支出 669
  財務活動収入 38,493
    地方債発行収入 38,493

    貸付金元金回収収入 2,458
    資産売却収入 1,482
    その他の収入 -

投資活動収支 △ 18,645

【財務活動収支】

    貸付金支出 768
    その他の支出 177
  投資活動収入 20,940
    国県等補助金収入 8,620
    基金取崩収入 8,379

【投資活動収支】

  投資活動支出 39,585
    公共施設等整備費支出 24,476
    基金積立金支出 14,061
    投資及び出資金支出 104

  臨時支出 476
    災害復旧事業費支出 476
    その他の支出 -
  臨時収入 -

業務活動収支 12,358

  業務収入 267,405
    税収等収入 189,523
    国県等補助金収入 66,373
    使用料及び手数料収入 6,890
    その他の収入 4,620

    移転費用支出 119,612
      補助金等支出 34,503
      社会保障給付支出 65,658
      他会計への繰出支出 19,382
      その他の支出 69

    業務費用支出 134,958
      人件費支出 78,019
      物件費等支出 54,165
      支払利息支出 2,774
      その他の支出 -

資金収支計算書（一般会計等）
自　平成30年4月1日
至　平成31年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 254,571


